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研究成果の概要（和文）：本研究では、ＤＢのテーブル構造を最適化するとともに機能を拡充してクライアント
PCに必要なソフトを導入しないで利用可能にした。また国会・都道府県議会議事録、直近の衆院選・参院選の市
区町村別選挙結果、2015年国勢調査、直近3回の韓国国勢調査、直近の台湾国勢調査、直近の中国国勢調査の各
データを補充した。さらに助成期間中の衆院選・参院選に際してJESⅥ第1波～第3波意識調査を実施した。それ
らを踏まえて、意識調査・議会議事録・選挙公約・選挙結果の各データを融合して従来の選挙研究から代議制民
主主義研究へ進化させた。なお本研究による七カ国語検索機能付きＤＢを通したデータ提供で国内外の日本研究
者に貢献した。

研究成果の概要（英文）：In this research, we optimized the table structure of the database and 
expanded its functions so that it can be used without installing any software on the client PC. We 
also supplemented data of the National Diet and Prefectural Assembly Records, the municipality-level
 results of the most recent elections for the House of Representatives and the House of Councillors,
 the 2015 Japanese census, the most recent three South Korean censuses, the most recent Taiwanese 
census, and the most recent Chinese census. In addition, during the grant period, we conducted the 
first to third waves of the JES VI Survey for national elections. The merger of data from social 
surveys, parliamentary proceedings, election manifestos, and election results, has advanced our 
project from conventional electoral research to the study of representative democracy. This project 
has also contributed to researchers in Japan and abroad with a seven-language search function for 
the database.

研究分野： 政治学
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  ５版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
1：本研究課題による多言語（日本語、英語、中国語、韓国語、インドネシア語、マレー語、ロシア語）検索機
能をもつデータ・アーカイヴを国内外の多くの研究者が利用し、論文の追試が可能なデータ公開が条件となる一
流の国際学術誌への投稿を行う等、国内外の日本政治研究者に貢献する社会的意義を果たしている。2：従来、
別々に行われていた選挙研究、議会研究、選挙公約研究を「代議制民主主義の機能研究」として融合して選挙研
究から民主主義研究へ進化させる学術的意義を果たしている。3：データを軸に台湾国立政治大学選挙研究セン
ターや韓国ソウル国立大学の研究センターと国際協定に基づく連携を行い国際共同研究の推進に寄与している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

政治現象に対する実証分析は普及してきたが、今後、さらに発展させるためには実証分析に
必要なデータを誰もが利用できるデータ・アーカイヴの構築が必要である。その理由として、
①一流の国際ジャーナルへの投稿に際して、論文の追試が可能なデータ公開が条件となること
が多い、②研究期間終了や退職に伴いデータが散逸し、研究費が非効率的に使われている、③
市町村合併による自治体行政資料や一定期間経過後の判例など貴重なデータが散逸している、
④急速に学術の国際化やデータのアーカイヴ化を推進する中で、日本に関連するデータが利用
しにくいことが海外における日本研究衰退の一因となっていることなどが挙げられる。自然科
学では、各学会による関連するデータの共有や基礎生物学研究所による生物遺伝資源バックア
ップのプロジェクトが成果を挙げており、人文学でも国文学研究資料館による日本語の歴史的
典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画が進捗している。これに対して、社会科学だけが大
学共同利用機関法人をもたないために、これまで意識調査データを部分的に集める程度でアグ
リゲートデータを含む包括的なデータ・アーカイヴが構築されずに来た。こうした問題を解決
するために、日本を中心に諸外国も含めた国勢調査、選挙結果、国会及び地方議会議事録、意
識調査、法令・判例などに関するデータを収集してデータベースで管理し、多言語（日本語、
英語、中国語、韓国語、インドネシア語、マレー語、ロシア語）検索する機能をもつデータ・
アーカイヴを構築し、誰もが利用することができるようにすることで、政治学における実証分
析を一層、発展させる上で必要不可欠である。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、政治学における実証分析のために緊急の課題である政治関連データ・アー
カイヴを構築し国内外の研究者に広く寄与することである。具体的には、本研究代表者・分担
者が蓄積してきた市区町村別選挙結果、選挙公約、法令判例、国会及び全都道府県議会議事録、
市区町村メッシュ別国勢調査、長年にわたる意識調査など膨大なデータを補充しつつ、それら
を包括するデータ管理システムを構築し、七カ国語（日本語、英語、中国語、韓国語、ロシア
語、インドネシア語、マレー語）による多言語検索で留学生や国外の研究者も利用できるよう
にする。本研究を通して日本政治に関する最大のデータベースとして国内外の政治学に限らず
法学、経済学、社会学等の研究者に広く利用され、日本研究の基盤整備としての役割を果たす
ことを目的とする。また多様なデータを一つのデータ・アーカイヴに集積することで、データ
の融合による新たな知見を獲得する。 

 

３．研究の方法 

(1)データ・アーカイヴの WEB/XML 化 
こうした政治関連データ・アーカイヴを構築するために、本研究ではすでに研究代表者・分

担者が構築しているデータ・アーカイヴの WEB/XML 化を行うことで広く政治研究に携わる国内
外の研究者が利用できるよう利便性を向上させることを目的とする。この WEB/XML 化により研
究代表者・分担者の研究に資するだけでなく、研究代表者・分担者と同じ立場でデータ・アー
カイヴを利用できるようインターネットによる学内外での利用と XML 管理によるデータ投入時
のコスト削減をはかるものである。本研究を通して達成される WEB/XML 化のメリットとして①
現行システムでは利用者側のパソコンに対して必要なソフトを導入しないと利用できないため、
利用者側の負担が発生する。また、仮にソフトを導入したとしても、それらの設定・使用方法
を利用者が理解するのは簡単ではない。このため、WEB/XML 化により利用者の利便性向上を達
成する。また②現行のクライアント/サーバー型のシステムでは、利用者の利用環境が限定され
るため、セキュリティを考慮した場合には学外での利用が困難になる。このため現行システム
の全ての機能を WEB 化に切り替えることで、セキュリティなどの設定を行うことで学内外から
の検索・閲覧を可能にする。さらに、③国勢調査や意識調査などのデータは、調査年度毎に項
目の数や項目毎のデータ長が異なることがある。こうした項目数の増減やデータ長の変更はデ
ータ登録作業時にデータベースのレイアウト構造を確認するだけでなく、画面や PGM 構造の確
認や見直しなど作業負荷のかかる要因となっている。このため、XML データベース管理により、
調査年度毎のデータ構造の変化による DB 構造、PGM 内容の見直し・確認の作業負荷を大幅に軽
減することが可能となり、XML 管理による将来のデータ投入時コスト削減をはかる。 

 
(2)政治関連データの補充 
本研究期間中に発生する政治関連データについて、随時、XML 化してデータ・アーカイヴに

インストールする。具体的には、平成 29 年以降の国会及び都道府県議会議事録、及び第 25 回
参院選・第 48 回衆院選の市区町村別選挙結果、平成 27 年国勢調査市区町村別データ等である。 

 
(3)多角的データの融合による投票行動研究から民主主義研究への進化 
従来の選挙研究が投票行動を被説明変数とし、意識調査データのみを用いて有権者意識の分

析を行っていたのに対して、本研究では意識調査データだけでなく、選挙公約データや議会議
事録データを集積して融合することで、従来の選挙研究を代議制民主主義研究に進化させ新た
な知見を獲得する。 
 



(4)知的資産の国内外への提供 
 本研究期間終了後は、本研究で構築したデータ・アーカイヴを通して政治意識調査データ等
の政治関連データを法令の範囲内で国内及び国外の政治学研究者（大学院生を含む）のために
寄与する。また、本研究で構築したデータ・アーカイヴの管理については、研究代表者・分担
者の本務校に拘ることなく、外部の研究者コミュニティのメンバーを含む運営委員会を設置し
て行う。また、研究代表者がこれまでに国際協定を締結した台湾国立政治大学選挙研究センタ
ーや韓国ソウル大学行政学大学院高齢化社会ソーシャルキャピタル研究センターとも連携して、
国際共同研究の推進にも寄与する。 
 
４．研究成果 
研究の中心となる①政治関連データ・アーカイヴ公開のための WEB/XML 化に関しては、研究

代表者を中心に研究分担者を含めて基本的な設計及び作業を進めた。なお、専門性を要しない
単純なデータ変換作業を伴う際に、経費節減のために学生雇用より安価な場合には外部に委託
した。また②政治関連データの補充については、5 名のメンバーの共同作業とした。そこでは、
政治過程論、政治意識論、民主主義論といった領域を専門とするメンバーの持つ知識やアイデ
ィアが単に並列的に示されるのではなく、学術的な創発性が生ずる形で共同研究を実施した。 

 
(1)データベース管理システムの最適化 

 過年度に各種データをインストールした時よりも効率的な管理方法に変更し、各データの特
徴に合わせた最適なデータ・アーカイヴを構築した。具体的には、①大量データを全文検索す
る必要があるデータ（例：判例、法令、議事録、新聞・外交文書など）については「Apache Lucene」
などの全文検索エンジンを利用し、②大量データを特定のキーで検索する必要があるデータ
（例：国勢調査）については「Neo4j」などの NoSQL データベースを利用し、 ③（一般的な RDB
でレスポンス低下が起きない）少量なデータ（例：選挙結果、意識調査など）については 「Oracle」
「PostgreSQL」などの RDBを利用するようにした。なお、テーブル構造は最適化した。またデ
ータ・アーカイヴを利用するために必要な各種ソフト（Natural、Entire-Network、Ark Power、
Earth Finder、Mandara など）をサーバー側で処理して発信するようにして、利用者側のパソ
コンにはインストールしなくてもデータ・アーカイヴを利用できるようにした。 

  
(2)国勢調査データの補充・拡充 
 現行システムでは日本及び韓国、ロシア、インドネシア、シンガポールの国勢調査データを
保有する。日本については、昭和 30 年以降の全ての簡易調査及び大規模調査の市区町村別・メ
ッシュ別データを保有する。この内、昭和 30 年～45 年の 3 回分は膨大なオリジナル資料から
入力したものであり、電子化された当該年度の市区町村別データとしては日本で唯一のものと
考える。本研究では、Adabas でのデータベース化と Natural を利用した C/S 型の検索システム
の提供、地図情報ソフトでのグラフ作成を可能にするようシステムを拡充するとともに、本研
究では、平成 27 年度国勢調査の市区町村別別データを補充した。さらに、当初計画を超えて韓
国の直近 3 回の国勢調査基礎自治体別データ、台湾の直近の国勢調査の市郡別データ、中国の
直近の国勢調査データを本研究で拡充するシステムに対応するように整備した上で、データ・
アーカイヴにインストールした。 
(3)選挙結果データの補充・拡充 
 現行システムでは昭和 24 年の現憲法下での第一回衆院選以降の全ての衆院選及び昭和 22 年
の第一回参院選以降の全ての参院選の市区町村別・候補者別及び政党別データを保有する。こ
の内、昭和 50 年代までの市区町村別・候補者別及び政党別データについては、オリジナル資料
から入力したものであり、電子化された当該年度の市区町村別データとしては貴重なものであ
る。本研究では、Adabas でのデータベース化と Natural を利用した C/S 型の検索システムの提
供、地図情報ソフトでのグラフ作成を可能にするようシステムを拡充するとともに、研究期間
中に実施された第 48 回衆院選の市区町村別・候補者別及び政党別データならびに第 25 回参院
選の市区町村別・候補者別及び政党別データを補充した。 
 
(4)意識調査データの補充・拡充 
 現行システムでは、これまでの行われた主な全国意識調査である JABISS（計 2調査）、JES（計
3 調査）,JESⅡ（計 7 調査）、JESⅢ（計 9 調査）、JESⅣ調査（計 7 調査）、ならびに 15 ヵ国（日
本、中国、韓国、ロシア、インド、トルコ、レバノン、フィリピン、マレーシア、インドネシ
ア、シンガポール、タイ、バングラデシュ、オーストラリア、グアテマラ）で行った同一の設
問による国際比較意識調査データなどを保有する。本研究では、これらの各調査データを WEB
管理し、ローデータ及び集計データのいずれも閲覧及びダウンロードできるようシステムを拡
充した。また、研究期間中に公開される JESⅤ（計 14 調査）データ及び研究期間中に実施され
る全国意識調査データを web 上で公開できるようにした。 
 さらに、研究期間中に実施された第 48 回衆院選に際して JESⅥ第 1 波調査、及び第 25 回参
院選に際して JESⅥ第 2 波調査（事前）・第 3 波調査（事後調査）を実施した。この JESⅥ調査
データについても順次、国内外の研究者に公開する。また JESⅥ調査実施に際して、当初計画
を超えて従来の面接調査に代替しうる精度の高い調査方法を実験的に開発して適応した。本研



究で開発した新たな調査方法による JESⅥ調査結果と実際の国政選挙の結果の整合性は高く、
従来の調査方法を大きく改善している。 

 
 

(5)国会・自治体議会議事録データの補充・拡充 
 現行システムでは、平成 17 年以降の衆議院の本会議・各委員会及び平成 19 年以降の参議院
の本会議・各委員会ならびに全都道府県議会本会議・各委員会全議員の発言や法案・条例案に
対する賛否を内容分析によりコーディングしたデータを保有している。現状では、衆参両院及
び各都道府県議会の議会議事録が別々のベンダーが作成したシステムにより切り離されて公開
されるため一括して検索することができなかった。このため、本研究では別々に公開される上
記議事録データを自動的に収集した上で一つのデータ・アーカイヴで管理し、一括して検索す
るようシステムを拡充してデータを補充した。また当初計画になかった 2019 年度の元号変更等
に伴い各都道府県議会の議事録自動収集システム修正が必要な福島県や茨城県等 12 都府県の
各議会議事録システム構成の変更に対応して自動収集システムを修正した。 
 
(6)多角的データの融合による選挙研究から民主主義研究への進化 
 意識調査に留まらず、国会議事録や候補者の選挙公報のデータを多角的に融合して分析する
ことで、従来、別々に行われていた選挙研究、議会研究、選挙公約研究を「代議制民主主義の
機能研究」として融合することで、選挙研究から民主主義研究へ進化させた。また、代議制民
主主義の問題が自治体レベルを含めて重層的に形成されていることから自治体レベルでも同様
の分析を行った。具体的には、従来の外形的な代議制民主主義指標に代わり、代議制民主主義
の機能という点から新しい指標を構築し、「政策エリートが市民に提示する公約を選択すること
で市民が政策エリートに民意を負託し、選出された政治家が国会で議論した結果として形成さ
れる政策に対する市民の評価が、次の政治家選出につながる」代議制民主主義が機能している
かどうかを検証するために、次の三つの機能を実証的に分析した。①代議制民主主義の民意負
託機能：競合する政策エリートが提示する公約に基づいて市民が政策エリートを選択している
かどうか、②代議制民主主義の代議的機能：選出された政策エリートが公約に基づいて国会で
議論して政策形成を行っているかどうか、③代議制民主主義の事後評価機能：市民が選択した
政策エリートが形成する政策に対する評価に基づいて、次の政策エリートを選択しているかか
どうか。 
このため本研究では、国政選挙で当選した政治家が次回当該国政選挙までの間に国会で当選

時の公約通りの活動をしているかどうかを検証するために、同期間における全ての本会議及び
全ての委員会の議事録を収集し、関連法案への投票ならびに質疑や答弁などの発言を選挙公約
の内容分析で用いた項目に則して同様に内容分析した。さらに、国会議員一人一人について、
当選時の選挙公約の内容分析の結果と当選後の当該院の本会議及び全ての委員会における法案
投票や発言の内容分析の結果を照合することで、両者の間の一致度を測定した。その結果、当
該選挙の公約が有権者の投票行動に反映せず、また政治家の当選時の選挙公約と選挙後の国会
における発言や法案投票の間の整合性が低く、その整合性が次回選挙における有権者の投票行
動にほとんど影響していないことが実証的に明らかになった。さらに、本研究では同様の分析
を米国連邦上下両院と韓国国会についても行い、日本の衆参両院と比較した上で、政治制度（議
院内閣制か大統領制か）や財政制度（垂直的財政調整の有無）と代議制民主主義の機能の関連
を分析した。また本研究では日本と韓国の地方レベルでも同様の分析を行った。こうした分析
は、本研究における多角的なデータの融合により可能となったものである。その結果、本研究
助成期間の 3 年間（2017 年度～2019 年度）で論文 57 点、学会等報告 98 回、著書 5 点の研究成
果を公表した。 
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(7)知的資産の国際的発信 
 国外の諸研究機関に所属する研究者に対し、より利便性の高い知的資産を提供するため、各
種データを公開した。一部を除く意識調査データについてはすでにコードブックの英文化を終
了し、研究代表者が開発して特許を取得した七カ国語（日本語、英語、中国語、韓国語、ロシ
ア語、インドネシア語、マレー語）で検索することができる多言語検索システムと共に国際的
にも学術的価値の高いオープン・データ化を推進した。具体的には、本研究グループである投
票行動研究会は、これまでにオックスフォード大学、ベルリン自由大学、カリフォルニア大学
バークレー校をはじめ欧米・アジアの様々な国の日本研究者ならびに東京大学、東北大学、筑
波大学、神戸大学、早稲田大学、同志社大学をはじめ多くの国内の研究者の約 200 名に一連の
JES データを提供して、国内外の日本政治研究を支援してきた。これにより、諸外国の研究機
関との国際連携拠点を形成するとともに、研究代表者が Singapore CMO Asia から Asia's 
Education Excellence Awards を受賞した。 
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